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いことが多い。そこで αヘリックスで構成された λリプレッサーの N末ドメイン、βシートで構
成された hPin1 (human peptidyl-prolyl cis/trans isomerase 1)のWWドメインの二つのタンパク質を
用いて X線結晶構造解析、円二色性スペクトル法を用いて研究を行った。 






















Sulufolobus tokodaii由来 StHsp14.0および分裂酵母 Schizosaccharomyces pombe由来 SpHsp16.0に
ついて結晶構造解析および生化学的実験を行った。 
四次構造変化の詳細を明らかにするため、24量体である野生型 StHsp14.0、多量体形成に重要
な IXI/Vモチーフを含む C末領域 8残基を削除した二量体である C末欠損体、および C末欠損






また、SpHsp16.0 は、X 線結晶構造解析によって、2.4 Å 分解能での野生型構造を決定した。
結晶構造から、SpHsp16.0 は 422 対称を持つ長楕円体状の 16 量体構造を形成していた。基本単
位である二量体構造において、4回軸の周りにある極側のモノマーと 2回軸の周りにある赤道面
側のモノマーとでは隣接分子との相互作用において相違が見られ、N 末領域と C 末領域の構造
もそれぞれで大きく異なっていた。sHsp の非対称性を制御することがシャペロン機能の活性化
の制御に大きな役割を果たすと考えられる。 
